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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート経路と、
　前記シート経路の第１の面上に位置する折り目付け部材と、
　前記折り目付け部材の反対側の前記シート経路の第２の面上に位置する丸みのある支持
体と、を含み、
　印刷媒体のシートが前記シート経路に沿って処理方向に移動するとき、印刷媒体のシー
トが前記折り目付け部材と前記丸みのある支持体の間の処理平面に沿って進むように、前
記丸みのある支持体は前記折り目付け部材に対して位置しており、
　印刷媒体の前記シートが前記折り目付け部材と前記丸みのある支持体の間を通過すると
き、前記処理平面は印刷媒体の前記シートの平坦面に平行であり、
　前記丸みのある支持体は前記処理平面に対して平行に位置する表面を含み、
　前記丸みのある支持体の前記表面は前記折り目付け部材の外隅部に対応する形状を有す
る凹部を有し、
　前記丸みのある支持体の前記表面は前記折り目付け部材の前記処理平面での動きと一致
して旋回して、前記凹部を前記処理方向に平行な方向と前記処理方向に非平行な方向との
間の前記処理平面上の任意の方向に位置付けする、
　印刷媒体処理装置。
【請求項２】
　前記折り目付け部材がその横断面において、丸みのある外隅部を有する構造を含み、前
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記凹部がその横断面において、丸みのある内隅部を有するぴったり合う凹部を含む、請求
項１に記載の印刷媒体処理装置。
【請求項３】
　前記折り目付け部材が、折り目付け立方体、車輪、および棒のうちの１つを含む、請求
項１に記載の印刷媒体処理装置。
【請求項４】
　前記折り目付け部材と前記丸みのある支持体とが回転して印刷媒体の前記シートの前記
平坦面の中の任意の方向に折り目を作る、請求項１に記載の印刷媒体処理装置。
【請求項５】
　前記凹部の前記形状および前記折り目付け部材の前記形状により、前記折り目付け部材
が前記折り目の位置で印刷媒体の前記シートの外層を破ることなしに媒体の前記シートの
内部層を剥離させる、請求項１に記載の印刷媒体処理装置。
【請求項６】
　シート経路と、
　前記シート経路の第１の面上に位置する折り目付け部材と、
　前記折り目付け部材の反対側の前記シート経路の第２の面上に位置する丸みのある支持
体と、
　前記折り目付け部材に連結された第１のアクチュエータと、
　前記丸みのある支持体に連結された第２のアクチュエータと、を含み、
　印刷媒体のシートが前記シート経路に沿って処理方向に移動するとき、印刷媒体の前記
シートが前記折り目付け部材と前記丸みのある支持体の間の処理平面に沿って進むように
、前記丸みのある支持体は前記折り目付け部材に対して位置しており、
　印刷媒体の前記シートが前記折り目付け部材と前記丸みのある支持体の間を通過すると
き、前記処理平面は印刷媒体の前記シートの平坦面に平行であり、
　前記丸みのある支持体は前記処理平面に対して平行に位置する表面を含み、
　前記丸みのある支持体の前記表面は前記折り目付け部材に対応する形状を有する凹部を
有し、
　前記第１のアクチュエータは前記折り目付け部材を前記凹部の中へ移動させて印刷媒体
の前記シート内に折り目を形成して、
　前記第２のアクチュエータは、前記丸みのある支持体を前記折り目付け部材の動きと一
致して旋回させて、前記凹部を前記処理方向に平行な方向と前記処理方向に非平行な方向
との間の前記処理平面上の任意の方向に位置付けする、
　印刷媒体処理装置。
【請求項７】
　前記折り目付け部材がその横断面において、丸みのある外隅部を有する構造を含み、前
記凹部がその横断面において、丸みのある内隅部を有するぴったり合う凹部を含む、請求
項６に記載の印刷媒体処理装置。
【請求項８】
　前記折り目付け部材が、折り目付け立方体、車輪、および棒のうちの１つを含む、請求
項６に記載の印刷媒体処理装置。
【請求項９】
　前記折り目付け部材と前記丸みのある支持体とが回転して印刷媒体の前記シートの前記
平坦面の中の任意の方向に折り目を作る、請求項６に記載の印刷媒体処理装置。
【請求項１０】
　前記凹部の前記形状および前記折り目付け部材の前記形状により、前記折り目付け部材
が前記折り目の位置で印刷媒体の前記シートの外層を破ることなしに媒体の前記シートの
内部層を剥離させる、請求項６に記載の印刷媒体処理装置。
【請求項１１】
　シート経路と、
　前記シート経路の第１の面上に位置する折り目付け部材と、
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　前記折り目付け部材の反対側の前記シート経路の第２の面上に位置する丸みのある支持
体と、
　前記折り目付け部材に連結された第１のアクチュエータと、
　前記丸みのある支持体に連結された第２のアクチュエータと、
　前記シート経路、前記第１のアクチュエータ、および前記第２のアクチュエータに操作
可能なように接続されたプロセッサと、を含み、
　印刷媒体のシートが前記シート経路に沿って処理方向に移動するとき、印刷媒体の前記
シートが前記折り目付け部材と前記丸みのある支持体の間の処理平面に沿って進むように
、前記丸みのある支持体は前記折り目付け部材に対して位置しており、
　印刷媒体の前記シートが前記折り目付け部材と前記丸みのある支持体の間を通過すると
き、前記処理平面は印刷媒体の前記シートの平坦面に平行であり、
　前記丸みのある支持体は前記処理平面に対して平行に位置する表面を含み、
　前記丸みのある支持体の前記表面は前記折り目付け部材に対応する形状を有する凹部を
有し、
　前記プロセッサは、前記第１のアクチュエータが前記折り目付け部材を前記処理平面に
沿って前記凹部の中へ移動させて印刷媒体の前記シート内に折り目を形成するように制御
して、
　前記プロセッサは、前記第２のアクチュエータが、前記丸みのある支持体を前記シート
経路の前記処理方向に平行な平面で旋回させて、前記凹部を前記処理方向に平行な方向と
前記処理方向に非平行な方向との間の前記処理平面上の任意の方向に位置付けするように
制御して、
　前記折り目付け部材が前記折り目を形成する経路と同じ経路内に前記凹部を位置付ける
ように、前記プロセッサは前記折り目付け部材と前記丸みのある支持体との動きを調整す
る、
　印刷媒体処理装置。
【請求項１２】
　前記折り目付け部材がその横断面において、丸みのある外隅部を有する構造を含み、前
記凹部がその横断面において、丸みのある内隅部を有するぴったり合う凹部を含む、請求
項１１に記載の印刷媒体処理装置。
【請求項１３】
　前記折り目付け部材が、折り目付け立方体、車輪、および棒のうちの１つを含む、請求
項１１に記載の印刷媒体処理装置。
【請求項１４】
　前記折り目付け部材と前記丸みのある支持体とが回転して印刷媒体の前記シートの前記
平坦面の中の任意の方向に折り目を作る、請求項１１に記載の印刷媒体処理装置。
【請求項１５】
　前記凹部の前記形状および前記折り目付け部材の前記形状により、前記折り目付け部材
が前記折り目の位置で印刷媒体の前記シートの外層を破ることなしに媒体の前記シートの
内部層を剥離させる、請求項１１に記載の印刷媒体処理装置。
【請求項１６】
　シート経路と、
　前記シート経路に隣接した印刷エンジンであって、前記印刷エンジンは前記シート経路
に沿って移動する印刷媒体のシート上にマーキングを印刷する、印刷エンジンと、
　前記シート経路の第１の面上に位置する折り目付け部材と、
　前記折り目付け部材の反対側の前記シート経路の第２の面上に位置する丸みのある支持
体と、を含み、
　印刷媒体のシートが前記印刷エンジンを出た後に前記シート経路に沿って処理方向に移
動するとき、印刷媒体の前記シートが前記折り目付け部材と前記丸みのある支持体の間の
処理平面に沿って進むように、前記丸みのある支持体は前記折り目付け部材に対して位置
しており、
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　印刷媒体の前記シートが前記折り目付け部材と前記丸みのある支持体の間を通過すると
き、前記処理平面は印刷媒体の前記シートの平坦面に平行であり、
　前記丸みのある支持体は前記処理平面に対して平行に位置する表面を含み、
　前記丸みのある支持体の前記表面は前記折り目付け部材に対応する形状を有する凹部を
有し、
　前記丸みのある支持体の前記表面は前記折り目付け部材の前記処理平面での動きと一致
して旋回して、前記凹部を前記処理方向に平行な方向と前記処理方向に非平行な方向との
間の前記処理平面上の任意の方向に位置付けする、
　印刷装置。
【請求項１７】
　前記折り目付け部材がその横断面において、丸みのある外隅部を有する構造を含み、前
記凹部がその横断面において、丸みのある内隅部を有するぴったり合う凹部を含む、請求
項１６に記載の印刷装置。
【請求項１８】
　前記折り目付け部材が、折り目付け立方体、車輪、および棒のうちの１つを含む、請求
項１６に記載の印刷装置。
【請求項１９】
　前記折り目付け部材と前記丸みのある支持体とが回転して印刷媒体の前記シートの前記
平坦面の中の任意の方向に折り目を作る、請求項１６に記載の印刷装置。
【請求項２０】
　前記凹部の前記形状および前記折り目付け部材の前記形状により、前記折り目付け部材
が前記折り目の位置で印刷媒体の前記シートの外層を破ることなしに媒体の前記シートの
内部層を剥離させる、請求項１６に記載の印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書の実施形態は、一般に、印刷媒体のシートに折り目を付けること、折り曲げる
こと、切断することなどを行う装置に関し、さらに詳細には、浮き出しピンまたは車輪に
対して相対位置を保つように支持体が回転する凹部を有する支持体（台）を含む装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　少量の個別包装用のデジタル印刷は、成長しつつある市場区分である。浮き出し動作は
、折り目線に沿って紙繊維を弱めたり、または伸ばしたりするには不十分である可能性が
ある。このことは、媒体を折り目に沿って折り曲げるときに、媒体の上面およびその上面
に塗布した任意の画像に、ひびが入ったり、および／または裂けたりする原因になる可能
性がある。これらの低価格のデジタル切断折り目装置で作った折り目／折り畳み品質と、
従来の垂直式または回転式の金型切断および折り目仕上げ装置の折り目品質とは、著しい
トレードオフ関係にある。
【０００３】
　より具体的には、従来のカッターは異なる折り畳みオプションを提供する。包装の上面
の指定した折り目線に刃物が切り込みを入れて、媒体を弱めて切り込みで曲げて、まっす
ぐな折り目を作ることができる。欠点は、切り込み線が画像まで切断してしまい、折り目
線の位置で媒体をむき出しにしてしまうことである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　あるいは、一部の低価格の切断折り目付け加工機が、丸みのあるピンまたは斜めになっ
た小さい車輪を媒体の上面に押し付けることにより媒体内に折り目を作り出す。媒体の反
対側は、指定した折り目線の位置でピンまたは車輪が媒体を浮き出させることができるよ
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うにする薄い弾性パッドで支持されている。このようにして、オペレータはナイフを折り
目付けペンに置き換えることができ、この折り目付けペンは媒体を薄いパッドに押し付け
て軽い浮き出しを作り出す。ここでの欠点は、折り目付けペンが作り出す媒体の変形が非
常に小さく、折り目線で媒体を十分に弱めたり、または剥離させたりすることがないため
に、折り目がはっきりせず一直線ではないことである。より具体的には、この種類の浮き
出し動作は媒体を降伏させないため、折り曲げたときに中心では剥離が起こらない。内部
繊維がシートの中心に押し込まれる。これは、媒体を折り曲げるときに外部繊維内の張力
を増大させ、繊維が引き裂かれて外側に向かってはじけて、折り目線に沿った表面画像を
破壊してしまう。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本明細書の例示的な印刷媒体処理装置が、シート経路と、シート経路の第１の面上に位
置する細長い部材と、細長い部材の反対側のシート経路の第２の面上に位置する支持体と
、を含んでいる。印刷媒体のシートが媒体経路に沿って処理方向に移動するとき、印刷媒
体のシートが細長い部材と支持体の間の処理平面に沿って進むように、支持体は細長い部
材に対して位置している。印刷媒体のシートが細長い部材と支持体の間を通過するとき、
処理平面は印刷媒体のシートの平坦面に平行である。支持体は、処理平面に対して平行に
位置する表面を含んでいる。例えば、支持体は、平らな平面状の表面、または丸みのある
わずかに湾曲した表面を含むことができる。支持体の表面は、細長い部材に対応する形状
を有する凹部を有している。支持体の表面は処理平面内で回転する。
【０００６】
　本明細書の他の例示的な印刷媒体処理装置が、シート経路と、シート経路の第１の面上
に位置する細長い部材と、細長い部材の反対側のシート経路の第２の面上に位置する支持
体と、細長い部材に連結された第１のアクチュエータと、支持体に連結された第２のアク
チュエータと、シート経路、第１のアクチュエータ、および第２のアクチュエータに操作
可能なように接続されたプロセッサと、を含んでいる。
【０００７】
　印刷媒体のシートが媒体経路に沿って処理方向に移動するとき、印刷媒体のシートが細
長い部材と支持体の間の処理平面に沿って進むように、支持体は細長い部材に対して位置
している。印刷媒体のシートが細長い部材と支持体の間を通過するとき、処理平面は印刷
媒体のシートの平坦面に平行である。
【０００８】
　細長い部材は、例えば、細長い立方体、車輪、丸みのある端部を有する棒などを含んで
いる。支持体は、処理平面に対して平行に位置する表面を含んでいる。支持体の表面は、
細長い部材に対応する形状（しかし、その鏡像）を有する凹部を有している。したがって
、細長い部材の横断面は、丸みのある外隅部を有する構造を含んでいる。凹部の横断面は
、丸みのある内隅部を有するぴったり合う凹部を含んでいる。凹部および細長い部材の形
状により、細長い部材が折り目の位置で印刷媒体のシートの外層を破ることなしに媒体の
シートの内部層を剥離させることになる。
【０００９】
　プロセッサは、第１のアクチュエータが細長い部材を処理平面に沿って凹部の中へ移動
させて印刷媒体のシート内に折り目を形成するように制御する。また、プロセッサは、第
２のアクチュエータがシート経路の処理方向に平行な平面内で支持体を回転させるように
制御する。このように、プロセッサは、細長い部材が折り目を形成する経路と同じ経路内
に凹部を位置付けるように、細長い部材と支持体との動きを調整する。細長い部材と支持
体とは互いに回転して、印刷媒体のシートの平坦面の中の任意の方向に折り目を作る。
【００１０】
　本明細書の例示的な印刷装置が、シート経路と、シート経路に隣接した印刷エンジンと
、を含んでいる。印刷エンジンは、シート経路に沿って移動する印刷媒体のシート上にマ
ーキングを印刷する。印刷装置は、シート経路の第１の面上に位置する細長い部材と、細
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長い部材の反対側のシート経路の第２の面上に位置する支持体と、をさらに含んでいる。
【００１１】
　印刷媒体のシートが印刷エンジンを出た後に媒体経路に沿って処理方向に移動するとき
、印刷媒体のシートが細長い部材と支持体の間の処理平面に沿って進むように、支持体は
細長い部材に対して位置している。印刷媒体のシートが細長い部材と支持体の間を通過す
るとき、処理平面は印刷媒体のシートの平坦面に平行である。支持体は、処理平面に対し
て平行に位置する表面を含んでいる。支持体の表面は、細長い部材に対応する形状を有す
る凹部を有している。支持体の表面は処理平面内で回転する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本明細書の実施形態による装置の側面模式図である。
【図２】図２は、本明細書の実施形態による装置の斜視模式図である。
【図３】図３は、本明細書の実施形態による装置の側面模式図である。
【図４】図４は、本明細書の実施形態による装置の側面模式図である。
【図５】図５は、本明細書の実施形態による装置の側面模式図である。
【図６】図６は、本明細書の実施形態による装置の側面模式図である。
【図７】図７は、本明細書の実施形態による装置の斜視模式図である。
【図８】図８は、本明細書の実施形態による装置の斜視模式図である。
【図９】図９は、本明細書の実施形態による装置の斜視模式図である。
【図１０】図１０は、本明細書の実施形態による装置の斜視模式図である。
【図１１】図１１は、本明細書の実施形態による装置の側面模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　上述のように、従来システムでは、媒体を折り目に沿って折り曲げるとき、媒体の上面
およびその上面に塗布した任意の画像に、ひびが入ったり、および／または裂けたりする
可能性がある。したがって、本明細書の実施形態は、媒体の上面を横切る折り目付けプロ
ーブまたは車輪を用いて追跡する、媒体の裏面に設置された可動ヘッドを提供する。ヘッ
ドは、一番上の折り目付けプローブまたは車輪の動きを反映する溝部を有する旋回する台
、または環状溝部を有する旋回する車輪を含むとともに、ヘッドは、折り目付け器具が媒
体を凹部または溝部の中に押し出すことを可能にする。この押し出しプロセスは、折り目
線に沿って媒体を引き伸ばして媒体を弱めて、媒体を折り曲げるときに下面が内側に倒れ
込む可能性がある。下面が内側に倒れ込むと、上面に加わる引張応力が減少して、それに
より、上面および対応する印字図形上のいかなるひび割れまたは引き裂きも最小限に抑え
たり、または排除したりする。
【００１４】
　図１に示すように、底部プラテン１００を覆う形で印刷媒体１０４を設置して、切断お
よび折り目付け定規１０６を含むダイプレートをプラテンプレート１００に押し付ける。
図１において、項目１０６は、定規、ペン、細長い部材などを含む多くの交換可能な構造
を表すことができる。折り目付け定規１０６は鋳型１０８の中に媒体１０４を押し出して
、シート内に４個の異なる降伏点を作り出す。望ましいパターンを折り曲げるために折り
目付け定規１０６が媒体１０４の真上を、プロセスを横断する方向に横切るとき、折り目
付け定規１０６の下に前後方向に媒体１０４を送り込む。丸みのある台１０２の表面が、
台１０２と媒体１０４の間の接触分離の移行時の滑らかな先導を提供する。より厚い媒体
１０４に適合するように、折り目付け車輪１０６の幅、および台１０２内の溝部１０８の
外形の幅を増加させたり、またはより薄い媒体１０４に対して、折り目付け車輪１０６の
幅、および台１０２内の溝部１０８の外形の幅を減少させたりできる。
【００１５】
　図２に示すように、これらの降伏点は、シート１３０の中心で媒体１０４の剥離を引き
起こして、シートを折り曲げるときに媒体１３０の内側部分が内側に倒れ込むことにつな
がり、シートの中心に小さい空洞を作り出す。媒体１０４の厚さの５０％を超えて内側に
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倒れ込むことにより、外部繊維１３２が折り目の周辺で伸びるために、外部繊維１３２に
加わる張力が減少して、その結果、媒体１０４の最も外側の層１３２に沿った繊維が表面
画像を引き裂いたり、または他のやり方で表面画像を乱したりすることがない。
【００１６】
　図３および図４は、凹部と折り目付け車輪１０６とを有する台１０２を含む類似構造の
異なる図（端面図（図３）および側面図（図４））を示している。回転フレーム１４０が
折り目付け車輪１０６を支持しており、回転フレーム１４２が台１０２を同様に支持して
いる（これらの回転フレーム１４０および１４２の各々は、例えば回転を助けるために玉
軸受け１４４を含むことができる）。回転フレーム部材１４０、１４２は、台１０２およ
び折り目付け車輪１０６が軸上でそれぞれ旋回できて、折り目付け時に折り目付け車輪１
０６がプロセス方向、プロセスを横断する方向、または斜め方向に動くときに、台１０２
内の溝部１０８と、折り目付け車輪１０６の間の位置合わせを保つようになっている。
【００１７】
　図５および図６は、上述の溝付きの台１０２の代わりに凹形トラック車輪１５０を含む
類似構造の端面図および側面図を同様に示している。凹形トラック車輪１５０の形状が溝
部１０８を同様に提供し、凹形トラック車輪１５０の形状は折り目付け車輪１０６の凸形
状の鏡像表面を有しており、印刷媒体１０４内に折り目を形成するために凹面と凸面とが
一体となって働くようになっている。
【００１８】
　図７は、台（支持体）１０２内の溝部１０８と、折り目付け車輪１０６と、の簡略化し
た斜視模式図を提供している。図７内の曲がった矢印および直線状の矢印は、折り目付け
車輪１０６と支持体１０２とが一致して回転できることと、折り目付け車輪１０６が溝部
１０８の方に向かって移動でき、かつ溝部１０８から離れる方向に移動できるほかに、他
の図面に示すように溝部に沿っても移動できることと、を示している。
【００１９】
　図８は、支持体１０２と一致して回転する折り目付け金型（折り目付けバー）１１６で
、折り目付け車輪１０６を置き換えることを除いて、図７に示す構造と似ている構造の他
の簡略化した斜視模式図を提供している。折り目付け金型は、印刷媒体１０４に折り目を
付けるために溝部１０８にぴったりはまり込むとともに、折り目付け動作を行うために溝
部の方に向かって動き、かつ溝部から離れる方向に動く凸状形状を同様に有している。
【００２０】
　図９は、矢印１１８と、支持体１０２の周囲の曲がった矢印とで示すように支持体１０
２と一致して動く折り目付けペン（折り目付けピン）１２６で、折り目付け車輪１０６を
置き換えることを除いて、図７に示す構造と似ている構造の他の簡略化した斜視模式図を
提供している。図９では印刷媒体１０４を透明に示しており、折り目を形成するために印
刷媒体１０４を移動させるプロセス方向に対して非平行な方向（および潜在的に平行な方
向）に折り目付けペン１２６が動くことを説明している。また、図９では処理方向を二重
矢印１２４で示している。図９では、印刷媒体１０４内に形成される折り目を、項目１２
２として示している。
【００２１】
　図１０に示す、例えば、従動ローラ１３０、１３２などにより印刷媒体１０４を移動さ
せる。さらに、図１０は、上述のフレーム部材１４０、１４２に連結できるアクチュエー
タ１４６および１４８を示している。アクチュエータ１４６、１４８は、図面内のさまざ
まな矢印で示すように、折り目付け車輪１０６、折り目付けバー１１６、折り目付けペン
１２６、支持体１０２、およびトラック車輪１５０を移動させて回転させる。
【００２２】
　図１１は、本明細書の実施形態とともに使用でき、例えば、プリンタ、コピー機、多機
能機、多機能デバイス（ＭＦＤ）、プリントサーバ、パーソナルコンピュータ、ポータブ
ル・コンピュータ・デバイスなどを含むことができるコンピュータ化された装置２０４を
示している。コンピュータ化された装置２０４は、コントローラ／プロセッサ２２４と、
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プロセッサ２２４に、およびコンピュータ化された装置２０４の外部のコンピュータ化さ
れたネットワーク２０２に、動作可能なように接続された通信ポート（入出力）２２６と
、を含んでいる。また、コンピュータ化された装置２０４は、（電源２２２を介して）外
部電源２２８から供給される電力でもまた同様に作動するグラフィカル・ユーザ・インタ
フェース・アセンブリ２０６などの少なくとも１つの付属の機能構成要素を含むことがで
きる。
【００２３】
　入出力装置２２６は、コンピュータ化された装置２０４への通信、およびコンピュータ
化された装置２０４からの通信に使用される。プロセッサ２２４は、コンピュータ化され
た装置のさまざまな動作を制御する。持続的コンピュータ記憶媒体装置２２０（光学的、
磁気的、コンデンサベースなどである可能性がある）がプロセッサ２２４により読み込み
可能であり、本明細書に記載するようなさまざまな機能をコンピュータ化された装置が実
行できるようにするためにプロセッサ２２４が実行する命令を保存する。このようにして
、図１１に示すように、本体ハウジング２０４は、電源２２２を経由して交流電流（ＡＣ
）２２８から供給される電力で作動する１つ以上の機能構成要素を有している。電源２２
２は、電力貯蔵要素（例えば、電池など）を含むことができ、外部交流電源２２８につな
がっており、外部電源をさまざまな構成要素が必要とする種類の電力に変換する。
【００２４】
　また、コンピュータ化された装置２０４は、プロセッサ２２４に操作可能なように接続
された少なくとも１つのマーキング装置（印刷エンジン）２１０と、シート供給２１４か
らマーキング装置２１０などに媒体のシートを供給するために設置された媒体経路２１６
と、を含むことができる。媒体のシートは、印刷エンジンからさまざまなマーキングを受
け取った後に、さまざまな印刷済みのシートに折り目を付けたり、折り曲げたり、ホチキ
スでとめたり、分類したりすることなどができる仕上げ装置（折り目付けユニット）２０
８を必要に応じて通過できる。仕上げ装置は、図１と、図３～図１０とに示す構造を含ん
でいる。また、印刷装置２０４は、（電源２２２を介して）外部電源２２８から供給され
る電力でもまた同様に作動する少なくとも１つの付属の機能構成要素（スキャナ／ドキュ
メント処理装置２１２など）を含むことができる。
【００２５】
　したがって、上記に示すように、本明細書の例示的な印刷媒体処理装置２０４は、シー
ト経路２１６と、シート経路の第１の面上に位置する細長い部材１０６と、細長い部材１
０６の反対側のシート経路の第２の面上に位置する支持体１０２と、細長い部材１０６に
連結された第１のアクチュエータ１４６と、支持体１０２に連結された第２のアクチュエ
ータ１４８と、シート経路２１６、第１のアクチュエータ１４６、および第２のアクチュ
エータ１４８に操作可能なように接続されたプロセッサ２２４と、を含んでいる。
【００２６】
　印刷媒体１０４のシートが媒体１０４の経路に沿って処理方向１２４に移動するとき、
印刷媒体１０４のシートが細長い部材１０６と支持体１０２の間の処理平面に沿って進む
ように、支持体１０２は細長い部材１０６に対して位置している。印刷媒体１０４のシー
トが細長い部材１０６と支持体１０２の間を通過するとき、処理平面は印刷媒体１０４の
シートの平坦面に平行である。
【００２７】
　細長い部材１０６は、例えば、細長い立方体（金型またはバー１１６）、折り目付け車
輪１０６、丸みのある端部を有する棒（ペンまたはピン１２６）などを含んでいる。支持
体１０２は、処理平面に対して平行に位置する表面を含んでいる。例えば、支持体１０２
は、平らな平面状の表面、または丸みのあるわずかに湾曲した表面を含むことができる。
支持体１０２の表面は、細長い部材１０６に対応する形状（しかし、細長い部材１０６の
鏡像）を有する凹部１０８を有している。あるいは、支持体は凹形トラック車輪１５０を
含むことができる。
【００２８】
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　このように、細長い部材１０６、１１６、１２６の横断面は、丸みのある外隅部を有す
る長方形の凸形構造を含み、凹部１０８の横断面は、丸みのある内隅部を有するぴったり
合う長方形の凹形凹部１０８を含んでいる。凹部１０８および細長い部材１０６の形状に
より、細長い部材１０６が折り目の位置で印刷媒体１０４のシートの外層を破ることなし
に媒体１０４のシートの内部層を剥離させることになる。
【００２９】
　プロセッサ２２４は、第１のアクチュエータ１４６が細長い部材１０６を処理平面に沿
って（処理方向に対して平行な方向および非平行な方向に）凹部１０８の中へ移動させて
印刷媒体１０４のシート内に折り目を形成するように制御する。また、プロセッサは、第
２のアクチュエータ１４８がシート経路の処理方向に平行な平面内で支持体１０２、１５
０を回転させるように制御する。このように、プロセッサは、細長い部材１０６が折り目
を形成するために動く経路と同じ経路内に凹部１０８を位置付けるように、細長い部材１
０６と支持体１０２、１５０との動きを調整する。細長い部材１０６と支持体１０２とは
互いに回転して、印刷媒体１０４のシートの平坦面の中の任意の方向に折り目を作る。

【図１】 【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】

【図８】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図２】
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